
指定都市市長会
第２回 こども部会
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まち・地域

家庭

こども施策の視点の整理
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• 未来戦略MAPにおいて、こどものライフステージに応じ時系列で示す各施策等を、支援や施策

の対象者ごとにすみ分けし、「こども」・「家庭」・「まち・地域」に分けて視点を整理。
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「家庭」「まち・地域」の各視点での論点
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論点①：希望する方が安心して結婚・出産・子育てできる環境の整備について

論点②：こども・子育て世代に優しい都市・地域のあり方について

• 若者世代が集中する指定都市において、多くの人がこどもを産み育てたいといった希望が持て、

それを実現できるような経済的支援策や、結婚・出産支援について、結婚やこどもを産み育てる

ことの喜びや楽しさを知り、前向きなイメージを持てるよう支援する観点を含めて、指定都市の

現状・課題を踏まえ議論。

• 子育て自体の負担感を軽減するための、産後ケアや家事・育児支援サービスの拡充等の議論。

• 将来にわたり安定的に質の高い保育や放課後児童クラブのサービスを提供するための人材確保に

ついて議論。

• 子育て家庭の孤立感の解消や虐待の未然防止・早期発見に資する施策等の議論。

• 子育て世帯への経済的支援策のさらなる拡充に向けた議論。

• 社会全体で子育て家庭を応援するため、子育て支援ネットワークの構築や、外国人のこどもの

サポート、高齢者等多様な住民による地域養育の実現に向けて、指定都市特有の課題やニーズ

を踏まえた抜本的な取組の推進について議論。

• 多様な働き方の実現に向けた中小企業等の働き方改革の取組の推進について、多くの企業を有す

る指定都市としての果たす役割や支援策についての議論。

• 地域におけるこどもの居場所づくりや、子育てしやすい都市インフラや公共施設の整備、遊び

の環境の充実を推進するための取組に向けた議論。

今回議論
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論点②に関する各市の取組事例
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取組事例

仙台市
・仙台こども財団の設立等
・子どもの遊びの環境の充実に向けた取組み

名古屋市
・「子どもの未来全力応援」として局横断的に推進
・こどもファスト・トラック

堺市
・子育て世代への就職支援強化
・子どもの居場所に関する取組

岡山市
・地域における子育ての孤立防止の取り組み
・共働き・共育ての促進

福岡市
・おむつと安心定期便
・こども・若者の居場所づくりを活性化するための取組

熊本市
・こどもの権利救済に関する取組
・外国語を母語とする児童生徒へのサポート（日本語教育環境整備事業）
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こども部会のスケジュール
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日 程 内 容

R6

第１回
（R6.5.20）

・部会のテーマ・進め方の確認
・論点①について議論

第２回
（R6.7.25）

・論点②について議論
・有識者の選定

第３回
（R6.11.18）

・有識者との意見交換
・提言文案の方向性の確認

R7

第４回
（R7.5）

・国への提言文案の確定
※会議終了後にテーマに係る提言活動実施

（５月下旬～６月上旬頃）
・第５回、第６回の議論の確認（※）

第５回
（R7.7）

・新たな論点での議論（※）

第６回
（R7.11）

・新たな論点での議論（※）
・（必要に応じ）国への提言文案の方向性の確認
・活動総括

※提言活動以降の第５回、第６回では、提言取りまとめにおいて積み残した論点や、教育分野に関する

論点等について議論し、必要に応じて国への提言を行う予定。
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